
妙 義 山 (浅 海 教 官)

昭和41年4月5-8日

4月5日,我々鴫 妙義Lit 千曲川托喝 長野盆均 鬼無里村と回る巡検に出発した｡

信越線の新し(遜 られた西牧井田駅にて下草L, まず碓水川-出る｡その日の巡検の目的は地形

面の研究だった｡准水川にかかる長瀞輔から段丘鹿を見る｡この境野台地の韓頭は基盤岩である頁

葛 廉沢岩が20m位の垂直を壇を成Ll その上に円凍喝 関東ローム層と水平の層理をみせて准

潮目に臨んでいた｡又河岸段丘が北方に見えていた｡駅に戻る途中では凍膚と基盤岩との不整合面

がはっきb見られる所があった｡穣層のSorting吐非常に悪く,最大礎は直経50伽位T,

平均碑は 10- 15仇位で度重なる河川の氾濃の敦しさを示していた｡この横野台地の表層地質の

硬層は厚い所で20mあD透水性はかなbエ(なっている｡

次に駅から南の方-妙義山の山麓侵蝕面を右手に横野台地を横切って進んだ｡磯野台地は肋 ィみ

ると5つの段丘面が考えられる｡

第5段丘面では浅間砂が桑畑に一面にひかれてV'るのが見られた｡前面に2m位の塵で第4段丘

と増されていた0第2段丘面を刻む河川によってできた谷床面は水田に利用されていた｡第1段丘

面から妙義山を見渡すと,傾斜転換線がはっきDと見分けらTb 前面には河川の側方侵蝕に上る合

作と考えられる山盤面が広がっていた.
I

段丘を横断してから北山から妙轟山に向った｡妙義山は第5紀の火山T,第4紀にできた他の火

山とは様子を異にしているO 現在の妙義山は第5紀の火山の骨tR:あたる部分て この骨を覆ってい

た部分は侵蝕されてしまったと考えられる｡安山岩質の集塊考で構成さZt 集塊岩が風化には強い

カ～ 雨蝕に東レ1ことお ら垂直方向への侵蝕が発達 Ll 現在のように恥 とした鹿歯伏山陵を示すに

到ったと考えられる｡

妙義の町の店'屋で昼食の後 妙義神社から妙義山の弟一見賭し台へ向け僻 び出鞄 神社の満開の

しだれ鋲を左手に100段以上ある石段を登bそれから15分毎度山道を登って見晴し台に到着し

亀 途中畜産 2m長さ5m奄ある集塊岩と雨蝕による洞穴が見られた｡見晴し台か6,眼下に我々

の横切ってきた城野台均 沖棟喝 妙義山山麓績斜面等が∵豊のうちに旦渡せ転 地鞄 地質その

他の説明を閲も 乗際にそれらをその土地を暗み歩いて確めて行 (楽 しさJe,又土地の偉大も 規

模の大き盲を改めて痛感盲せられた｡

午後5時頃に西扱井出の駅に庚D,小諸に向った｡隆起台地の発議の悪い長野盆地とこの磯野台
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地を比べてみることも一つの目的であったのであるカ与.その途中の小諸懐古園内の旅荘で一泊する

ことにLk. しかし宿に潜くや,松代地震K･よ鳥震度 5なる地震に遭遇 した｡夜遅･(まゼ盲ジオや :,'̀コr･

テレビにかじbついて 巡検を続けるかどうか相談したが,向かう方向が,長野 松代 鬼無里 と

地震の多い地域に近づくのT,危険性など考えて.結局巡検は取9止めに怒った｡

正味半日の巡検だったが有益であったの雪 又いつか是非この続きをやっていただきたいと思い

ます｡､･ (5学年 犬 飼 )

那 須 巡 検 (松 井 教 官 )

昭和 41年4月5日～8日

松井先生の那須巡検は,例年と異な9, 5, 4年の間の春休み, 4月 5日～8日に行なわれた｡

5日朝上野に集合し 列車の発車と同時に巡検が始まっ亀 先生から配られた 1枚のブI)ントーそ

れには上野から大田原までの車中硫寮の梁点が書かれているが一一を頼Dに,武蔵野 大電 宇都

宮の各台鴫 荒川,利根川その他の河川の氾濫原や後背湿地等の地惨や土地利用を観察 L, 11時

過ぎには大田原に到着した,,

午後は大田原附近の地形面の追跡を行なった｡ 〝この面は那須野面か 7 それともその下の親閲

面か?〟今回が始めての徴地形調査だった｡

8日はバスで,扇央の大田原から 東那須野を通D, 扇頂の湯宮迄行った｡その間,一毛作田が

広く分布 L, 又表層地質が扇状地線層で水持ちが慈(,客土をしている水田を見る番も出来たo集

落の周牌には冬の季節風を遮る為 防風林がある｡扇央部等の地表水の得難い地域の水流で鴫 小

首な電気揚水ポンプの小屋が点在する｡これらの地域は,戦後の揚水ポンプの普及によb開田され

たと考え られる｡これに対 して層項部ではポンプ小屋は見 られなレも
港官でバスをT D,-農家を訪問L, 廃業経営その他に関する開き込み調査を行覆った｡この鹿

家で喧 健草 ･麦類･梨等を栽培するが,それらは大豆 一 億草IT ビール蒙 一 陸稲という輪作

方式をとる｡他に乳牛を2頭飼育する｡焼串と乳牛とは王に労働に於て競合開拓にあるカ与 こ こで

は煙草が優位にあD,主賓夜換金作物と怒っているoこれは虜項部の古い兵家に共通夜性質らしく

戦後の開拓農家の如 く前島べの十本化には開港があ少そうだ｡叉扇頂部紘標高約 550mあ り;

秋が早 く早稲の陸稲が入る迄は補助作物と･して稗を栽培していたと貰われる｡ この農家の嘩屋の一

角には,家畜小屋が あれ 又居間の商い天井を痩草の乾鰻に利用していたと嘗わTL,農家に於ける

生産と生活の場が不可分であることを痛感 した｡ (P39にウづく)
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